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事業名 事業 事業
都市計画道路 糸満与那原線 区分 街路 主体 沖縄県

いとまんよなばる

起終点 自： 糸満市糸満 延長
いとまんしいとまん

至： 糸満市照屋 ７２０m
いとまんして る や

事業概要 都市計画道路糸満与那原線は、糸満市街地中心部より国道３３１号と国道３２９号を連結
する主要道路で、南部地区から空港・港湾・那覇市街地へ向かう国道３３１号バイパスへのアクセス道路
として南部地域の一体的発展を図る幹線道路である。沿線には商店街や小学校等の文教施設が立地してい
るが、現道には、十分な歩道が無く危険な状況にある。また、近傍に糸満工業団地もあるため、朝夕には
交通渋滞をきたしている。当路線の整備により、歩行者の安全通行の確保や交通渋滞の解消及び地域間の
連携を支援し、南部地域の発展に寄与するものである。
Ｈ９年度事業化 Ｈ５年度都市計画決定 Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１３年度工事着手

（Ｈ１６年度変更）
全体事業費 約５８億円 事業進捗率 ８１％ 供用済延長 ０km
計画交通量 １１，４００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ３４/９５億円 ３５１/３５１億円 平成１８年（事業全体）

億円 走行時間短縮便益：319/319億円３．７ 事 業 費：33/94
億円 走行費用減少便益：25/25億円（残事業費） 維持管理費：1.0/1.0

交通事故減少便益：7.0/7.0億円１０．４
事業の効果等
円滑なモビリティの確保（旅行速度の改善が期待される）
国土・地域ネットワークの構築（南部地区と港湾・空港・那覇市街地間のアクセス向上が見込まれる）
個性ある地域の形成（特別立法に基づく事業である）
関係する地方公共団体等の意見
糸満市より早期整備の要請が出ている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
南浜公有水面埋立事業が平成１１年に完了し、住宅建設や南浜公園整備が進行中。
事業の進捗状況、残事業の内容等
用地取得率が８９％、整備率が４２％となっている。
用地買収、補償交渉、改良工事等が残っている。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
一部において、単価不満等で用地補償交渉が難航し期間を要したが、地権者が軟化しつつある。
平成１９年度までに用地取得を終了し、平成２０年度に工事を完了させ供用の予定である。
施設の構造や工法の変更等
平成１６年４月に都市計画変更を行いバス停車帯を設けた。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性はあると考えられる。
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